
１６ 薬事衛生対策 

 
〔現況及び施策の状況〕 

１ 医薬品，医療機器等の安全性確保対策 
医薬品，医療機器等は，医療に不可欠なものである反面，副作用もあるため，その品質，有効性及び安

全性の確保が非常に重要である。 
県民が安全な医薬品，医療機器等を安心して使用できるように，関係施設等に対する監視指導の徹底を

図るとともに，医薬品の適正使用の推進，緊急医薬品の確保及び在宅医療の推進などに努める。 
 

２ 医薬品関連産業の活性化対策 
  医薬品関連産業は，知識集約型，高付加価値型の産業として今後の成長が大いに期待されていると

ころであり，その健全な育成を図ることは，本県の産業振興はもとより，県民医療の面からも極めて

重要である。このため，薬事指導体制の充実，講習会の開催などの活性化対策に取り組むとともに，

薬事経済調査による医薬品関連産業の実態把握に努める。また，医療関連産業クラスター形成事業の

一環として，治験等を県内で活性化させることを目的とし，「広島県治験等活性化事業」を実施する。 

 
３ 新型インフルエンザ対策 

 新型インフルエンザ発生時に備え，平成 18 年度から抗インフルエンザウイルス薬を備蓄している。抗

インフルエンザ薬の備蓄については，「新型インフルエンザ等対策政府行動計画」において，全り患者（被

害想定において全人口の 25％がり患すると想定）の治療その他の医療対応に必要な量が目標とされ，こ

れに基づき国と各都道府県の備蓄目標が設定されている。本県においても，国から示された都道府県別の

備蓄薬及び備蓄量を目標として備蓄を進める。 

 

４ 薬物乱用防止対策 
  覚醒剤等の薬物の乱用は，暴力団関係者のみならず，一般県民にまで広がっており，特に大麻の乱用が

若者を中心に増加が懸念されるなど，深刻な社会問題となっているため，関係機関と連携して啓発活動や

薬物依存者等の相談業務などに取り組む。 
 
５ 血液事業対策 
  輸血用血液製剤は国内自給で賄えるようになったが，血漿分画製剤は一部の製剤を除き未だに輸入に頼

っている。また，少子化の進展による献血可能人口の減少を考えると，将来の献血を支える若年層への対

策が，これまで以上に重要となっている。このため，若年層への献血思想の普及啓発や献血組織の育成強

化など，献血者の確保対策に積極的に取り組むとともに，貴重な血液を大切に使うための適正使用の推進

に努める。 
 
６ 温泉事業対策 
  現在，広島県内には360の源泉（平成31年3月31日現在）がある。近年，健康志向の高まりから温泉に対

する需要が増大しており，温泉資源の保護と適正利用の推進に努める。 
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７ シックハウス対策 
  住宅の高気密化や化学物質を放散する建材・内装材の使用などにより，新築・改装後の住宅やビルにお

いて，化学物質による室内空気汚染が原因とみられる様々な体調不良が居住者に生じている状態（シック

ハウス症候群）が報告されている。 
  症状が多様で，症状発生の仕組みをはじめ，未解明な部分も多く，また様々な複合要因が考えられるこ

とから，情報収集に努め，関係機関と連携して県民からの相談に応じるとともに，広報啓発を推進する。 
 
〔事業の内容〕 
１ 医薬品，医療機器等の安全性確保対策（予算額 28,600千円） 

(1) 薬事等監視指導事業（予算額 2,383千円） 

ア 医薬品，医療機器等の監視指導 

薬局，医薬品販売業，医療機器販売業，再生医療等製品販売業及び医薬品等を業務上取り扱う施設

の立入検査，収去検査を実施し，医薬品等の適正な管理，取扱い等を指導する。また，医薬品等製造

販売業及び製造業の施設の立入検査，収去検査を実施し，医薬品等の有効性・安全性の確保に努める。

（昭和35年度創設） 
 

第1表 薬事監視指導状況 
                                  （単位 施設，件） 

 

 
イ 無承認無許可医薬品等の監視指導 

     いわゆる健康食品について，容器包装やチラシ，パンフレット等の監視指導を行うとともに，試買

検査を実施し，国及び他都道府県と連携して無承認無許可医薬品に該当するものを排除する。（昭和

52年度創設） 

また，平成 19 年から規制対象となった指定薬物についても，販売店等に対して監視指導を行って

おり，平成 24年度には指定薬物が検出されたことから販売中止等の指示を行った。 

今後も関係機関と連携して排除に努める。 
 

第2表 無承認無許可医薬品の監視指導状況 
                                 （単位 件） 

区  分 
店  頭  等  調  査 

監 視 件 数 不 適 正 数 違 反 件 数 
平 成 30 年 度      2,323        29      2 
平 成 29 年 度      3,591        10      0 
平 成 28 年 度      2,734        3      0 

 
ウ 毒物劇物の監視指導 

     毒物劇物の製造業，輸入業，販売業及び業務上取扱施設等の立入検査，収去検査を実施し，毒物劇

物による危害の防止等安全確保に努める。（昭和 25年度創設） 
 

第3表 毒物劇物監視指導状況 
                                                                （単位 施設，件） 

区  分 対 象 施 設 数 監 視 延 件 数 
平 成 30 年 度 2,003         872 
平 成 29 年 度 2,016         966 
平 成 28 年 度 2,065       1,132 

区  分 対 象 施 設 数 監 視 延 件 数 
平 成 30 年 度 17,263 3,448 
平 成 29 年 度 19,664 4,570 
平 成 28 年 度 19,601 4,960 
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エ 農薬の危害防止 

    6月1日から8月31日までを農薬危害防止運動月間とし，農林水産局と連携して広報活動，講習会，

立入検査及び現地講習を実施し，農薬に対する正しい知識を普及して，農薬による危害を防止する。

（昭和44年度創設） 

 
   第4表 農薬による事故発生状況 

                                         （単位 件） 
区 分 自 殺 事 故 自殺未遂 そ の 他 計 

平成 30年度         0          0          0          0 0 
平成 29年度         0          0          0          0 0 
平成 28年度         0          0          0          0 0 

 
オ 家庭用品の監視指導 

    規制対象家庭用品の試買検査を実施し，不良製品の排除に努める。（昭和45年度創設） 

(2) 薬事等許可登録事務事業（予算額 14,668千円） 

    薬務課及び各保健所・支所において医薬品，医療機器等の品質，有効性及び安全性の確保等に関する

法律，毒物及び劇物取締法等に基づく許可及び登録等を行う。（昭和35年度創設） 

      一般用医薬品の販売制度の改正に伴う登録販売者試験を行うとともに，その合格者の登録を行う。（平 

成20年度創設） 

(3) 医薬品の適正使用推進事業（予算額 432千円） 

ア 薬事関係の啓発 

     県民に対し，薬の正しい知識の普及を図るため，（公社）広島県薬剤師会が｢くすりと健康の週間」

の行事の一環として行う「くすりと健康の相談窓口事業」に対し助成する。また，同会が地域の保健

衛生の向上を図るための制度として設けている，薬事衛生指導員の資質向上と育成に努める研修会活

動に助成する。（昭和48年度創設） 

イ 医薬品の適正使用の推進 

     医薬品の適正使用を普及，推進するため，「かかりつけ薬局」の機能を活用し，県民が安心して医

薬品等を使用できる体制を構築する。（平成6年度創設） 

     また，地域住民全体に医薬品の適正使用の思想を啓発するとともに，地域の実情に即した形で「お

薬手帳」を利用した医薬品の適正使用を推進する。（平成8年度創設） 

     さらに，広島県地域保健対策協議会において，ポリファーマシー改善に向けた取組について検討す

る。（平成14年度創設） 

ウ 適正な医薬分業の推進 

     近年の医薬分業の進展など薬局を取り巻く環境の変化をふまえ，薬局の地域住民に信頼される｢か

かりつけ薬局｣としての機能を充実するため，平成29年度に改訂した｢広島県薬局業務運営ガイドライ

ン｣に基づいた指導を行い，良質な医療の提供に寄与する。（平成6年度創設） 

(4) 地域における薬剤師・薬局の機能強化及び調査・検討事業（予算額 3,006千円） 
    平成27年度に策定・公表された「患者のための薬局ビジョン」を推進するため，また，平成30年12

月25日付け厚生科学審議会医薬品医療機器制度部会「薬機法等制度改正に関するとりまとめ」を踏まえ

た上で，地域の薬剤師・薬局の活用推進を図る。（平成28年度創設） 
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(5) 薬剤師の多職種連携に係るスキルアップ事業（予算額 4,868千円） 

地域包括ケアシステムの深化を図るため，地域医療介護総合確保基金（新基金）を活用し，在宅医療

を担う薬剤師の更なる資質向上を図る。（平成30年度創設） 

(6) 薬局機能情報提供事業 

薬局から報告を受けた薬局機能情報を県ホームページで公表し，県民・患者による薬局の適切な選択

を支援する。（平成19年度創設） 

(7) 予防医材需給調整事業（予算額 2,112千円） 

    医療機関に対して感染症の予防に必要なワクチン及び緊急時用の治療血清等の円滑な供給を行う。 

    また，そのための需給量調査を行う。（昭和53年度創設） 

(8) 毒物中毒治療薬備蓄事業（予算額 1,131千円） 

    毒物中毒患者発生時に，速やかに治療薬を医療機関に供給する。（平成10年度創設） 

 

２ 医薬品関連産業の活性化対策（予算額 9,211千円） 
(1) 医薬品関連産業活性化対策推進事業（予算額 3,867千円） 

    医薬品関連産業の育成振興のため，各種事業を行う。 

 
第5表 医薬品等製造販売（製造）業者施設数（平成30年度末） 

                                       （単位 施設） 

            業  種 
実  態 

製造販売業 製造業 計 

医  薬  品 10 26 36 
医 薬 部 外 品 12 17 29 

化  粧  品 31 35 66 
医療機器（医療機器修理業）       34 (212) 53       87 (212) 

体外診断用医薬品 1 1 2 

計       88 (212) 132      220 (212) 

 

ア 薬事指導機能の強化 

     県内医薬品等製造販売（製造）業者を対象として，保健環境センターの協力を得てバリデーション

適合性等の実地指導を実施するとともに，全国薬事指導協議会へ参画する。（昭和39年度創設） 

 
第6表 実地指導実施状況 

 
実 施 回 数 調 査 品 目 数 対  象  施  設 

2回 2品目 2施設 

             （注）実地指導：医薬品の製造管理及び品質管理等の方法が適正である旨の検証の正確性に関する指導 
 

イ 講演会，講習会の開催 

     医薬品等製造販売（製造）業者を対象に，最新かつ適正な薬事情報を提供するため，講習会を開催

する。（昭和 61年度創設） 

 
 

第7表 講習会の開催状況 
 

開 催 回 数 対 象 者 参 加 者 数 

1回 医薬品等製造販売・製造業者 延べ207名 
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(2) 薬事経済調査事業（予算額 374千円） 

    医薬品等の適正な生産と健全で円滑な流通を確保するため，厚生労働省の委託を受け，各種調査を実

施する。（昭和55年度創設） 

ア 医薬品価格信頼性調査（他計調査） 

    薬価本調査及び経時変動調査の信頼性を確保するため，医薬品を販売している卸売販売業者に対し

て，実勢価格及び取引数等を調査した。 

 
第8表 医薬品価格信頼性調査の状況 

                                     （単位 件） 
区  分 調 査 対 象 調 査 品 目 数 

平成 30年度               2 400 

 

イ 医薬品価格調査客体精密化調査 

    医療用医薬品価格調査の調査客体を的確に把握するため，事業所名称，所在地，電話番号等を調査

した。 

 
第9表 医薬品価格調査客体精密化調査の状況 

                                （単位 件） 
区  分 調 査 客 体 

平成 30年度 180 

平成 29年度 191 

 
ウ 材料価格・再生医療等製品経時変動調査（他計調査） 

    市場の実勢価格を的確に材料価格基準に反映させるために，特定保険材料・再生医療等製品の販売

業者を対象とし，市場価格の変動を調査した。 

 
第10表 材料価格・再生医療等製品経時変動調査の状況 

                                     （単位 件） 
区  分 調 査 対 象 調 査 品 目 数 

平成 30年度               2 5 

 

エ 材料価格・再生医療等製品調査客体精密化調査 

    材料価格本調査の調査客体を的確に把握するため，事業所名称，所在地，電話番号等を調査した。 

 
第11表 材料価格・再生医療等製品調査客体精密化調査の状況 

                                     （単位 件） 

区  分 
調 査 客 体 

医科向販売業者 歯科向販売業者 
平成 30年度 403 21 

平成 29年度 423 22 

 
オ 薬事工業生産動態統計調査 

     医薬品等の生産（輸入販売）の実態を明らかにするため，医薬品等製造業者等に対して実施する。 

    平成31年１月より，調査方法が変更され，厚生労働省の委託が終了した。調査方法の変更に伴い，

講習会を開催した（参加者数94名）。 
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第12表 薬事工業生産の状況 
                                         （単位 件，千円） 

区  分 
医   薬   品 衛  生  材  料 医  療  機 器 医 薬 部 外 品 

件数 生 産 額 件数 生 産 額 件数 生 産 額 件数 生 産 額 

平 成 30 年 度（4月～12月） 142 17,766,509 0 0 142 5,695,410 24 6,798,328 

平 成 29 年 度 187 22,795,208 0 0 189 7,778,984 44 12,085,502 

 

(3) 広島県治験等活性化事業（予算額 4,970千円） 

    広島市内４基幹病院（広島大学病院，広島赤十字・原爆病院，広島市立広島市民病院，県立広島病院）

での症例集積性の向上，手続きの効率化，人材育成・臨床研究支援等を通じて，医薬品・医療機器等の

開発を実施しやすい環境を整備し，地域医療の質の向上及び県内の医療関連産業活性化を目指す。（平

成25年度創設） 

 
３ 新型インフルエンザ対策（予算額 101,752千円） 
  抗インフルエンザウイルス薬の備蓄（予算額 101,752千円） 

新型インフルエンザ発生時に備え，国の備蓄方針に基づき，本県においても当該薬を行政備蓄している。 

  平成30年6月に示された国の備蓄方針（タミフル10.55万人分，タミフルドライシロップ5.08万人分，リ

レンザ3.91万人分，ラピアクタ1.96万人分，イナビル17.59万人分）に基づき，既存の備蓄薬の使用期限

切れになる時期を勘案しながら順次切換えを進める。 

 
第13表 抗インフルエンザウイルス薬備蓄状況（年度末数量） 

                                        （単位 万人分） 

区分 
平成 
18 

年度 

平成 
19～20 
年度 

平成 
21 
年度 

平成 
22 

年度 

平成 
23～25 
年度 

平成 
26～27 
年度 

平成 
28 

年度 

平成 
29 
年度 

平成 
30 
年度 

タミフル 11.9 23.8 23.8 38.9 53.9 53.9 42.0 30.1 30.1 
リレンザ 0 0 2.0 3.0 3.0 12.0 12.0 12.0 12.0 

タミフルドライシロップ - - - - - - 1.23 1.23 2.98 
ラピアクタ - - - - - - 2.13 2.13 2.13 
イナビル - - - - - - 0 0 3.50 

計 11.9 23.8 25.8 41.9 56.9 65.9 57.36 45.46 50.71 

 
 
４ 薬物乱用防止対策（予算額 8,689千円） 
(1) 麻薬覚せい剤等監視指導事業（予算額 3,790千円） 

ア 麻薬取扱者への監視指導 

家庭麻薬製造業者，麻薬卸売業者，麻薬小売業者，麻薬診療施設等に対する監視指導を行い，医療

用麻薬の適正な保管・管理等の徹底を図る。（昭和28年度創設） 

 
第14表 麻薬取扱者監視指導状況 

                                 （単位 施設，件） 

区  分 対 象 施 設 数 監視指導延件数 
平 成 30 年 3,056 1,130 
平 成 29 年 3,065 1,038 
平 成 28 年 3,060 922 

 
イ 向精神薬取扱者への監視指導 

向精神薬卸売業者，向精神薬試験研究施設，医療機関，薬局等に対する監視指導を行い，向精神薬

の保管・管理等の徹底を図る。（平成 2年度創設） 
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第15表 向精神薬取扱者監視指導状況 

                                 （単位 施設，件） 

区  分 対 象 施 設 数 監視指導延件数 
平 成 30 年 6,774 1,281 
平 成 29 年 6,792 1,186 
平 成 28 年 6,755  978 

 

ウ 覚せい剤等取扱者への監視指導 

    覚せい剤等取扱者への監視指導を行い，覚せい剤等の適正な保管・管理等の徹底を図る。（昭和 26

年度創設） 
 第16表 覚せい剤等取扱者監視指導状況  
                                 （単位 施設，件） 

区  分 対 象 施 設 数 監視指導延件数 
平 成 30 年 6,320 907 
平 成 29 年 6,343 898 
平 成 28 年 6,329 907 

 

エ 薬物中毒者等に対する指導 

     麻薬中毒者の早期発見と精神保健指定医による診療及び措置入院等，中毒者の医療保護に努める。 

     また，広島刑務所における薬物事犯による受刑者に対して，薬物精神衛生講座を実施し，再犯防止

に努める。（昭和38年度創設） 

オ 不正大麻・けし及び自生けし撲滅運動の実施 

大麻及び麻薬成分を含むけしは一般に栽培が禁止されており，不正栽培防止の徹底を図る。特に，

鑑賞を目的としたけしの不正栽培を撲滅するため，開花期に合わせて栽培防止に努めるとともに，自

生けしの撲滅にも努める。（昭和35年度創設） 

自生けし撲滅運動     平成31年4月1日から6月30日まで 

不正大麻・けし撲滅運動 令和元年5月1日から6月30日まで 

 
第17表 けし・大麻除去状況 

                                                                              （単位 本） 

区  分 不 正 け し 不 正 大 麻 自 生 け し 自 生 大 麻 
平 成 30 年 度 0 0 20,657 0 
平 成 29 年 度 0 0 22,745 0 
平 成 28 年 度 0  0  24,450  0  

 

カ 薬物乱用対策推進本部の設置・運営 
    薬物乱用対策を効果的，効率的に推進するため，県内の関係機関・団体（19機関・2団体）で構成

する広島県薬物乱用対策推進本部を設置し，総合的，一体的な広報啓発活動，取締活動等を行う。（昭

和28年度創設） 

 

(2) 覚せい剤等薬物乱用防止対策事業（予算額 4,899千円） 

ア 薬物乱用防止広報強化等の月間の実施 

     次の期間を啓発月間等と定め，この期間に各種啓発事業を実施し，薬物乱用による弊害の恐ろしさ

を広く訴える。（昭和28年度創設） 
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第18表 啓発月間等の期間 

区  分 期  間 

「ダメ。ゼッタイ。」普及運動 令和元年6月20日から7月19日まで 

麻薬・覚せい剤乱用防止運動 令和元年10月1日から11月30日まで 
 

・啓発用ポスターの掲示 

     薬物乱用防止を訴えるポスターを掲示し，啓発に努める。 

    ・懸垂幕の掲示 

     県庁及び関係機関の庁舎に懸垂幕を掲示し，薬物乱用防止を訴える。 

    ・ラジオ等の広報媒体を利用しての啓発活動 

     ラジオ等を利用して，薬物乱用の弊害を広く訴える。 

    ・キャンペーン 

     県内9箇所で626ヤング街頭キャンペーンを行うとともに，ポスターを掲示する。 

    ・注射器取扱者，シンナー販売業者に対する指導 

     注射器取扱者及びシンナー販売業者に対して，注射器等の適正な保管管理を指導する。 

イ 保護者対象薬物乱用防止教室の開催 

      中学生の保護者を対象とした薬物乱用防止教室を開催し，家庭における薬物乱用防止機能の強化を

図る。（平成14年度創設） 

ウ 啓発用資料の作成・配布及び啓発用視聴覚教材の整備・貸出 

     県内の中学生，高校生等から募集した図案を採用してポスター，チラシを作成し，配布するととも

に，ビデオ等を整備し，県民に貸出しを行う等広く啓発に努める。（昭和62年度創設） 

エ 薬物専門講師の養成 

     地域，学校，家庭における薬物乱用防止教育啓発事業の質的向上を図るため，薬物乱用防止指導員，

学校薬剤師等から薬物専門講師を養成する。（平成11年度創設） 

オ 薬物乱用防止指導員の配置 

     地域で保健衛生や健全な社会環境づくりを推進するため，薬物乱用防止に熱意と理解のある県民に

広島県薬物乱用防止指導員を委嘱し，地域に根差した啓発活動の展開を図る。 

     また，平成元年度に県内 5地区に協議会を設置し，その後 4地区を加え，地域の実情に応じた啓発

活動を展開してきた。 

    なお，平成 11 年度から指導員の活動に相談指導を加え，薬物乱用者及びその家族に対する相談指

導の充実強化を図っている。（昭和 62年度創設） 

  カ ヤング薬物乱用防止指導員の委嘱 

大学からの推薦に基づき，要件を満たす学生をヤング指導員として委嘱し，ライオンズクラブ及び

広島県薬物乱用防止指導員と連携し，薬物乱用防止教室の開催をはじめとした種々の薬物乱用防止啓

発活動を行う。（平成 29年度創設） 
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広島県薬物乱用防止指導員配置状況 

広島県薬物乱用防止指導員協議会 

広島県薬物乱用防止指導員399名 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ 薬物依存者等再乱用防止 

(ア) 県立総合精神保健福祉センター等における薬物相談 

      県立総合精神保健福祉センター等において，薬物依存者及びその家族に対する相談指導等を実施

する。（平成 11年度創設） 

      ・薬物相談事業推進連絡会議の設置 

      相談窓口を有する関係機関による，相談・指導業務のネットワーク化を図る。（平成11年度創設） 

     ・家族教室の開催 

      薬物依存者の家族に対して，薬物依存・中毒に対する正しい知識を普及するとともに，依存者

の回復を支援するための基本的・具体的な対応方法について指導する。（平成 12年度創設） 

     ・個別相談窓口の設置 

      薬物依存者及びその家族に対し，精神科医等の専門家による継続的な個別指導を行う。（平成

11年度創設） 

     ・再乱用防止対策 

薬物乱用経験者に対し，再乱用防止プログラムを実施する。（平成21年度創設） 

(イ) 保健所等における薬物相談 

      県保健所・支所に覚せい剤等相談窓口を設置し，地域住民からの薬物乱用に関する相談に応じ，

正しい知識の普及に努める。（昭和63年度創設） 

      なお，広島市，呉市，福山市保健所にも同様に相談窓口が設置されている。 

  （ウ）薬物依存症専門医療機関等の選定 

     薬物依存症に関する治療を行う専門医療機関及び治療機関となる医療機関を選定し，依存症患者

が地域で適切な医療を受けられるようにする。（平成29年度創設） 

 
 
５ 血液事業対策（予算額 4,588千円） 
(1) 献血思想普及啓発事業（予算額 4,326千円） 

各種事業を展開し，医療に必要な血液の確保に努める。（昭和40年度創設） 

 
 
 

広島市地区 安芸地区 芸北地区 尾三地区 備北地区 

139名 19名 22名 42名 24名 

広島地区 呉地区 東広島地区 福山地区 

29名 42名 28名 54名 

ヤング薬物乱用 

防止指導員部会 
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第19表 保健所（支所）及び政令市等献血参加実績 
                                      （単位 人） 

区分 
                     年度別実績 
保健所・保健所支所 

平成30年度実績 平成29年度実績 平成28年度実績 

移 動 
献 血 

西 部 2,716 2,400 2,966 
西 部 広 島 支 所 5,685 5,723 5,227 
西 部 呉 支 所 813 1,082 1,018 
西 部 東 4,863 4,739 4,902 
東 部 2,956 3,250 3,873 
東 部 福 山 支 所 588 532 584 
北 部 1,281 1,213 1,354 
広 島 市 24,838 23,551 25,091 
呉 市 4,991 5,660 6,101 
福 山 市 4,051 4,006 4,281 

計 52,782 52,156 55,397 

献 血 
ルーム 

本通出張所（献血ルーム「もみじ」） 30,595 30,512 32,113 
紙屋町出張所（献血ルーム「ピース」） 30,639 30,351 31,979 
福山市出張所（献血ルーム「ばら」） 7,990 8,019 8,881 

計 69,224 68,882 72,973 
合          計 122,006 121,038 128,370 

                                                                                           

ア 広島県献血推進功労者等表彰伝達式の開催 

毎年7月の「愛の血液助け合い運動」と１月及び２月の「はたちの献血」キャンペーンに呼応して，

市町等の協力を得て，ポスター，チラシ等の作成・配布や広報誌，ホームページ等各種メディアによ

る献血推進の広報活動を進める。 

また，その一環として，県，日本赤十字社広島県支部及び広島県赤十字血液センターが共催し，献

血功労者及び献血推進ポスター入賞者の表彰を行うなど献血意識の高揚に努める。（昭和47年度創

設） 

イ 広島県献血推進審議会の開催 

昭和39年8月の閣議決定に基づき，昭和40年2月に献血推進協議会が設置された。平成26年4月1日か

らは県の附属機関設置条例に基づいた献血推進審議会として，翌年度の広島県献血推進計画の策定等

を協議する。 

ウ 献血推進担当者会議の開催 

市町等の献血推進担当者を対象に会議を開催し，移動献血計画の策定及び関係団体との意見交換を

積極的に行い，地域における献血推進運動の活性化を図る。（昭和61年度創設） 

エ 若年層への普及啓発 

若年層への普及啓発の一環として，献血への理解を促す啓発資材を作成し，教育委員会等と連携し

て県内の高校３年生に配付する。 

また，献血の正しい知識の普及啓発を図るため，血液センター開催の「献血セミナー」への協力に

ついて依頼するとともに，献血への関心を高めるため県内の中学校・高等学校及び特別支援学校（中

学部・高等部）の生徒を対象に，献血推進ポスターの図案を募集する。（平成12年度創設） 

オ 複数回献血の推進 

       献血者に対して次回の献血を促す啓発資材の作成及び配布等を通じて，採血業者による複数回献血

への呼びかけ等に協力する。 

カ 献血推進組織の活動支援 

各市町献血推進協議会と協力して，県内各地で開催されている行事と連動した献血のイベントを啓

発資材の提供等を通じて支援するとともに，参加団体の拡大に向けた取組に協力する。 
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(2) 血液製剤使用適正化事業（予算額 262千円） 

昭和61年度から行っているこの事業を発展させ，平成23年度から医療関係者，医療関係団体及び学識

経験者からなる県合同輸血療法委員会を設置し，医療機関における輸血療法委員会相互の情報交換を図

り県内輸血医療の標準化に取り組む。（昭和61年度創設） 

 

６ 温泉事業対策（予算額 268千円） 
  温泉指導事業（予算額 268千円） 

(1) 温泉掘削等許可・監視指導 

    温泉の保護及びその利用の適正を図るため，掘削等の許可を行うとともに，監視指導を行う。（昭和

23年度創設） 

第20表 温泉掘削等許可・監視指導状況 
                                                                   

（単位 施設，件） 

区  分 平 成 30 年 度 平 成 29 年 度 平 成 28年 度 

源 
 
 

泉 

総 数 360 363 360 

許
可
数 

掘   削 3                   6 6 

増   削 －                    －                    － 

動 力 装 置 1 8                     1 

立 入 検 査 回 数 5 12 10 

利
用
施
設 

総 数 168 161 181 

利 用 許 可 数 24 31 13 

立 入 検 査 回 数 186 215 214 

 
 (2) 温泉分析機関の登録  

温泉の分析機関の登録を行うとともに監視指導を行う。 

   平成30年度末現在の登録分析機関数は，2件である。（平成14年度創設） 

 

７ シックハウス対策 
(1) 保健所等におけるシックハウスに関する相談 
    県保健所・支所及び薬務課を窓口として，県民からのシックハウスに関する相談に応じ，健康被害の

予防及び軽減を図る。（平成12年度創設） 

(2) 広報啓発の推進 

    室内空気汚染による健康被害の予防及び軽減を図るため，県のホームページを活用し，広報啓発を推

進する。（平成14年度創設） 

第21表 相談受理件数 
                                      （単位 件） 

区  分 平 成 30 年 度 平 成 29 年 度 平 成 28 年 度 

相  談                5                3                10 
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